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ご　　挨　　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県歯科衛生士会

会　長　中　村　美智子

　会員の皆様におかれましては、日頃より本会の運営ならびに事業活動にご協力をいた
だき厚く御礼申し上げます。また、栃木県歯科医師会をはじめ行政及び関係諸団体の皆
様におかれましても格別のご理解とご支援を賜り心より感謝申し上げます。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し、新たな方法で事業活動再開
を行った一年でありました。生涯研修会につきましては、5日間視聴可能なオンデマン
ド配信を日本歯科衛生士会第 5次生涯研修制度認定更新研修として 3回開催いたしまし
た。遠方の他県歯科衛生士会会員の皆様にも受講いただき単位取得のお役に立てました
ことは、本会といたしましても嬉しく思っております。また、近隣の歯科衛生士養成校
にご案内をいたしましたところ授業に取り入れてくださいました養成校もあり、視聴し
た学生から熱心な感想や質問をいただきました。歯科衛生士という職業を選択し資格取
得のために勉学に励む学生達をより身近に感じて、我々の卒後継続学習の重要性ととも
に、これからの時代を支えてくれる歯科衛生士のためにも、組織力を強化して発展して
いく歯科衛生士会となるように努める責務を感じました。
　地域歯科保健活動におきましては、依頼元と連携して感染予防対策を重視しながら執
務を継続しております。急速な高齢化の進展、疾病構造の変化、医療技術の高度化・多
様化等で歯科衛生士を取り巻く環境が日々変化しております。私たち歯科衛生士にとっ
て、県民の歯・口腔の健康づくりを支援し、口腔機能および口腔衛生の向上を担う専門
職として、人々の健康と生活の質の向上に貢献していくことが大切です。栃木県歯科衛
生士会では、本会より依頼の歯科保健事業を担当する方々に、資質向上に努めたことを
確認した上で地域歯科保健指導者委任状を授与しております。今後さらに、各方面から
の様々な依頼に対応できる多くの優れた人材育成が必須です。日本歯科衛生士会や本会
からの情報を活用していただき、また、会員同士で情報交換をしてスキルアップし、よ
り多くの皆様に事業活動への参加をしていただきたいと思っております。
　ここに令和 3年度活動報告をさせていただきます。未入会歯科衛生士の方々に本会の
事業活動を知っていただき、一緒に研鑽を積んでいく仲間が増えることを望んでおりま
す。是非とも、皆様のお近くにいらっしゃる歯科衛生士にお声がけをしていただき、栃
木県歯科衛生士会への入会をお勧めしていただけますようお願いいたします。
　今しばらくは、様々な制限がある中での事業活動になりますが、皆様のお役に立てる
歯科衛生士会でありますよう努めて参ります。ご指導ご協力をお願い申し上げます。
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ご　　挨　　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(一社）栃木県歯科医師会

会　長　赤　沼　岩　男

　栃木県歯科衛生士会の皆様には、いつも本会の運営に対し、ご理解、ご支援、ご協力
を賜り、誠にありがとうございます。ここ最近、新型コロナウイルス感染拡大も落ち着
きを見せております。コロナ禍最中の事業は、中止を余儀なくされましたが、現在は、
対面形式の集会や事業等も復活して参りました。やはり、マスクを外して、相手と向き
合って、コミュニケーションを取るという事は、いいものであります。一方、WEB方式も、
コロナ禍で学んだ一つの事例として捨てがたい事であると思っております。まだ油断は
なりませんが、今後の社会の活性化に期待しております。さて、今回の国の骨太方針に、
歯科・口腔の文言がさらに追加され、又、国会内には、国民皆歯科健診議連、国民歯科
問題議連、スポーツ歯科支援議連が設置されております。今、口腔の全身に及ぼす影響
が明かになってきている状況で、益々、我々歯科チームとしての連携は、もちろん、他
職種との連携も非常に重要であります。まずは、貴会と本会とは、二人三脚という関係
をしっかりと持っていなければなりません。目下、フレイル予防の一環として、後期高
齢者歯科健診事業を、各郡市単位で、集団健診化を目指し、健診内容も、デジタル化等
で統一をはかり、データ化し、保健指導にも力を入れていこうという企画展開中であり
ます。これも、貴会のお力をお借りしなければなりません。全身のフレイルは、口のフ
レイルからという事で、一人でも介護を必要としない人を増やす、いわゆる健康寿命を
延ばすのは、我々、歯科医療の持つ所、大と考えております。
　『健全なる肉体は、健全なる口腔に宿る』
　『命の根源は、己の口で食することなり』
　『からだは、天からの授かり物、鍛えて大切に使え』 
　これが、私の常々の信条であります。
　“オール栃木で、オーラルフレイル予防を ”
　最後に、貴会の今後益々のご発展、ご活躍をお祈り致しまして、ご挨拶とさせていた
だきます。
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令和３年度　研修会

受講者の感想
＊複雑な組織で構成されている口腔粘膜の部位による大きな違いを再確認し、病変の基本
的形態の正確な表現記載方法を学ぶことができた。
＊オラドロームという言葉を初めて知った。
　口腔から内臓疾患がわかる（全身的自覚症状がなくても口腔粘膜疹によって、全身性疾
患が見つかる）ということは、口腔粘膜の状態をよく観察し、口腔粘膜病変を早期発見す
ることは、全身の健康管理においても重要であると感じた。
＊周術期口腔機能管理についての効果、エビデンスを理解することができた。衛生士として
やるべきことは何か、医科歯科と連携することでさらに全身疾患について知識が必要だと
感じた。また、口腔機能管理を行うことで患者のQOLを上げることができるので、訪問
での口腔ケアにも役立てていきたい。
＊これだけのエビデンスがあることをふまえ、医科との連携により病院だけでなく一般歯科
医院でも周術期口腔衛生管理を行っていきたい。
＊口腔粘膜の特徴については解剖図を基に説明をしていただき、どこにどのような粘膜があ
るかを理解できた。粘膜病変については、今まで潰瘍とびらんの表記に迷っていましたが、
両方を併記する場合が多いと分かった。その他の粘膜病変の基本形態も詳しく説明いた
だけましたので、今後はそのような視点を持って臨床に挑み、正確な記録ができるように
したい。
＊前癌病変と前癌状態の違いについて何度も説明を聞きなおすことで理解することができた。
＊口腔粘膜＝軟組織といった簡単な捉え方をしていましたので、改めて特徴を理解すると共
に口腔は軟組織と硬組織が混在し、常に機械的刺激が加わり食べ物などの異物に接する
場所。そして、呼吸器と消化器の共通入り口である。この特殊な環境に置かれた口腔粘
膜に生じる様々な粘膜病変についても、その特徴を覚え理解を深めたいと思います。

日　　時  　令和３年７月９日（金）９時から７月 11 日（日）24 時まで
開催方法　　オンデマンド
講演時間　　60 分
演　　題　　『歯科衛生士のための口腔粘膜疾患の見方』
　　　　　　　日本歯科衛生士会　第 5次生涯研修制度
　　　　　　　特定コース　認定更新研修
講　　師　　神奈川歯科大学客員教授　神部　芳則　先生
参加人数　　100 名（会員 92 名、非会員 8名）

第１回生涯研修会
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受講者の感想
＊現場を離れて10年在宅衛生士としてお仕事させて頂いております。口腔がん、白板症は
診た事はありますが、潰瘍と癌の区別はわかりませんでした。改めて、野口先生のお話を
聴いて、早期発見におけるコツとして、なかなか治らない病変は癌を疑ってみる事が大切
だと思いました。鮮明に残っているのは、口腔癌と頚部の手術でした。治療後の患者様が
食べられるようになった姿に感激！又、治療不可の場合、モールド照射方法があり、放射
線治療後は晩期障害で味覚異常が長く続くと大変辛いという話には、本当に早く回復でき
ることを願い、学ぶ事が沢山あると感じました。受講は自分の都合の良い時間帯で視聴で
きて良かったです。Webでの受講に不慣れな私は、ＤＨ会の皆様の温かいアドバイスを
いただいて受講でき感謝しております。
＊口腔がんは、がん全体の1～ 2％である。口腔がんは遺伝子病で、その他の因子により発
症する。口腔扁平上皮癌は、舌が最も多く下顎歯肉、上顎歯肉と続く。口腔がんの罹患者
数は増加していて30年前の約３倍という事に驚いた。患者さんのスケーリングやPMTC
等で口腔内をみる機会が多い私達がよく観察し注意していくことが大切だと思った。また、
抜歯や切開・掻爬などの外科処置は、口腔癌の浸潤や転移を促進し生存を低下させるの
で注意が必要だと思った。
＊口腔癌は、他の癌に比べて多くの方が聞き慣れていない病名だと思います。その為か、早
期の受診が遅れてしまう懸念を感じます。発見が遅れると、手術の規模も大きくなり範囲
も広くなること、口腔の重要な機能を低下または失い容貌までを損ねてしまう事を学びま
した。こうした事からも、早期発見、早期治療が不可欠だと感じました。私は、一般歯科
診療所に勤務しています。定期的に検診される患者様の口腔ケア管理をしています。口
腔内すべてに目を向け、患者様の異常に早期に気付ける観察意識をたかめられるよう努力
したいと思います。また、日頃から気を付ける事をお伝えしていく事も衛生士の重要な役
割だと改めて感じます。

日　　時　　令和３年 10 月６日（水）９時から 10 月 10 日（日）24 時まで
開催方法　　オンデマンド
講演時間　　60 分
演　　題　　『知っておくべき口腔がんの診断と治療』
　　　　　　　日本歯科衛生士会　第５次生涯研修制度
　　　　　　　特定コース　認定更新研修
講　　師　　自治医科大学　医学部　歯科口腔外科学講座
　　　　　　教授　野口　忠秀　先生
参加人数　　79 名（会員 76 名　非会員３名）

第２回生涯研修会
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受講者の感想
＊丁寧な説明で分かりやすかった。基本治療の重要性や歯科衛生士の関わり方を強調して
いただき、モチベーションアップになった。今後も一つ一つの症例を丁寧に考察していき
たいと思った。
＊歯周治療を成功させるには、術者の確かな診断・処置と患者さんとの信頼関係の構築が
重要であり、歯科衛生士の力量が問われると改めて思いました。
＊新分類について知れたことが良かった。また、ドクターだけでなく衛生士さんの声が聞け
たことや、プロービング、口腔内写真撮影の状況が動画で見られて分かりやすかった。
＊歯周病の新分類に基づき治療を行っていく過程が詳しく説明されていて良かったです。歯
科衛生士として、歯科医師・歯科スタッフとの連携、細やかな対応、患者さんに寄り添い
行動変容を促すことなど、これからの臨床に生かしていきたいと思います。
＊健康な歯周組織の定義・歯周炎の新分類等、新しい知識をえられました。歯周治療の流
れや歯周ポケット（上皮歯肉）など、改めて確認できたことも日々の業務に役立てたいです。
＊患者さんに寄り添う事の大切さがわかりました。予約は「人」に会いに来る「約束」の言
葉が心に残りました。
＊スタッフの皆様が連携し、患者様に寄り添った治療がなされていることに、人としてすご
く温かさを感じ大変勉強になりました。また、歯科衛生士さんからの患者様への関りも聞
くことができ、とても参考になりました。
＊１歯単位の診断や歯周炎新分類をすることにより、患者様、ドクター、歯科衛生士と知識
の共有ができるということは重要であり大切なことなのだと理解できました。
＊歯周治療の臨床における基本がわかりやすく講義されていて、経験の浅い歯科衛生士さ
んに是非見ていただきたい内容でした。症例では、患者さんの行動変容につながる指導
の成果が顕著に見られて、久保田先生を始め、担当衛生士さんの熱意が感じられました。
＊患者さんに寄り添ったメインテナンスを実現するための選択がある
＊臨床で歯周炎のステージは何となく頭に浮かんでいましたが、恥ずかしながら定義を良く
理解していなかったようです。わかりやすく教えていただきありがとうございます。

日　　時　　令和４年１月 19 日（水）９時から１月 23 日（日）24 時まで
開催方法　　オンデマンド
講演時間　　60 分
演　　題　　『症例を通して考える歯周治療～歯周炎新分類も交えて～』
　　　　　　　日本歯科衛生士会　第５次生涯研修制度
　　　　　　　特定コース　認定更新研修
講　　師　　足利歯科医師会　久保田歯科医院　久保田　将隆　先生
参加人数　　72 名（会員 70 名　非会員２名）

第３回生涯研修会
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　日　　時　令和３年11月３日（水・祝）
　会　　場　栃木県歯科医師会館
　開催方法　Web配信

栃木市における「むし歯ゼロ」学校巡回指導の実施報告
　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県歯科衛生士会　下都賀支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇吉澤久美子　　山名　洋子　　上岡　知恵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠崎　香織　　山中　理恵
【緒言】
　旧栃木市と歯科医師会で平成２年から平成９年までライオン歯科衛生研究所の協力にて、
学校巡回歯磨き指導を実施してきたが、同研究所が事業より撤退することとなり、旧栃木市
及び歯科医師会と歯科衛生士会が事業を継続した。今回事業の中で歯科衛生士が指導した
内容を報告する。
【目的】
　学童期には、乳歯から永久歯への交換が行われるとともに咀嚼や口腔機能の発達する時
期でもあり、発達段階に応じた歯や口の健康づくりを進める必要がある。その第一歩として、
児童が自分の歯や口の中を観察し、専門家の指導のもとに歯みがきを行うことにより、歯や
口の健康状態に関心を持ち、生涯にわたり自らがそれらの健康を保持増進する態度や習慣
を身につけるための動機付けとなることをねらいとする。
【対象および方法】
　毎年５月～７月に栃木市内の小学校 29校１年生を対象に１学級１名の衛生士が担当し、
カラーテスターでの染め出しを実施した。歯科衛生士会で作った媒体を使い隣接面や歯頚
部の不潔域、萌出途上の第一大臼歯の歯磨き指導を行いむし歯の原因や間食について考え、
正しい習慣を身につける。
【考察およびまとめ】
　手作りの媒体を使用することで児童の印象にも残りやすく、歯や口の健康に対する意識の
向上に繋がったと考える。また、チャートを自分で記入することで、これまでの歯の磨き方
を振り返りながら正しい磨き方を知る機会にもなったと考えられる。
　自分の歯や口の健康づくりについて知ることは重要であるため、歯科衛生士が楽しみなが
ら学べる工夫をして指導していく必要がある。また、学童期では、基本的な生活習慣を確
立させると同時に、生涯の健康づくりのスタートとして「むし歯ゼロ」学校巡回指導を今後
も継続していくことが重要である。
　なお、令和２年はCOVID-19により中止となり、令和３年はカラーテスター、口腔内での
歯磨き指導はできないため、新しい媒体を作成し「噛むことの大切さ」について話をする。

栃木県歯科医学会発表
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令和３年度　情報交換会
〇【第１回】　令和３年９月12日（日）10：00～ 11：15
　　　　　　とちぎ福祉プラザ４０１会議室からZoom配信
　講　　演　「災害時のネットワークと安否確認」
　　　　　　　・鹿沼支部の取り組みの報告
　　　　　　　・日本歯科衛生士会～栃木県歯科衛生士会の
　　　　　　　　災害ネットワークの構築について
　講　　師　栃木県歯科衛生士会　災害支援担当　木村　明子　先生
　参加人数　59名
　感想
　＊ネットワーク作りの必要性と活用する際
の利便性も含め、実際の例を挙げての
説明が非常にわかりやすかった。

　＊水害、地震に対しての災害時LINE解
除の目安・基準にについて支部内で話
し合う必要があると思いました。

　＊安否確認時のやり取りを極端に箇条書
きにすることも必要だと思った。

〇【第２回】　令和3年 12月19日（日）
　　　　　　13：00～ 15：00　 Zoom配信
　講　　演　「災害時の活動について」
　　　　　　～被災地での活動と派遣地での活動～
　講　　師　栃木県歯科衛生士会　災害支援担当　木村　明子　先生
　参加人数　56名
　感想
　＊実際に被災地で活動する時の心構えや
被災地の方々への配慮が必要なことが
分かった。

　＊被災した時にも医療者として役に立て
るよう、今から少しずつ知識をつけて
いきたい。

　＊支援することばかりをイメージしていま
したが、受援側での自分ができる事も
大切な支援であることを再確認しました。

　＊災害時、歯科衛生士にどのような役割があるのか、どの時期に必要とされるかが明確
になった。
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受賞者報告
日本歯科衛生士会会長表彰功労賞を受賞して

鹿沼支部　　保　坂　弥生子
　この度は栃木県歯科衛生士会会長の推薦を頂き、日本歯科衛生士会会長表彰功労賞を授与
されましたことに感謝申し上げ、ご報告をさせていただきます。
40 年余にわたり、歯科衛生士として携わる事が出来ました私にとって、この賞は大変感慨深
いものがあります。
　一般歯科開業医に勤務した私に勤務地の歯科衛生士会へのお誘いをいただいたのは、実習
生としてお世話になった先輩歯科衛生士でした。日々緊張の中、業務に向きあい、いっぱい
いっぱいになることも多々ある中で、月 1回の会に出向くと当時、「う蝕予防」に取り組む
姿も笑顔で前向きで、また活発な会話も飛び交っていました。自然と溶け込むように打ちと
け、リラックスできる空間でもありました。診療室内での歯科衛生士としてだけでなく、子
どもたち、妊婦、高齢者、介護者、要介護者、成人に向けた地域歯
科保健に向き合うことも多くなり、取り組み方を築くのにかかせな
い会となっています。この 40 年の間に歯科衛生士の必要性は大きく
変化しています。近年では、災害支援への取り組み等、歯科衛生士
の参加も益々幅広くなり、活動の場が開けています。
　これからの歯科衛生士には長期的また視野を広げて「口」、「口腔」
を支えて頂きたいと思います。私も地域にかかわりながら、一会員と
して、会の取り組みに参加していければと考えています。

第 61 回栃木県公衆衛生大会　保健衛生事業功労者知事表彰を受けて
足利・佐野支部　林　　　幸　子

　令和３年９月１日の大会に於いて上記の賞を頂きました。先ずは、ご推薦くださいました
本会会長、理事の皆さまに御礼を申し上げます。歯科衛生士として今後もしっかり活動する
ようにとのメッセージ、と重く受けとめております。
　栃木県立衛生福祉大学校の前身である、栃木県歯科技術専門学校（養成 1年間）卒業後、
歯科医院勤務を経て本会に入会し、訪問歯科診療、幼稚園 ･保育園の事業、乳幼児健診、事
業所健診、介護予防教室、ママパパ学級と多くのステージに携わる事ができました。その都
度自身の知識や経験不足を強く感じましたが、本会及び日衛の研修会に
とても助けられました。又、永い期間、公衆衛生活動に従事できたのは
本会の皆さま、歯科衛生士仲間の皆さまのお陰と深く感謝申し上げます。
　さて、新型コロナの状況が良い方向へ少しずつ向かっていますが、生
涯の全身の健康維持を担う歯科衛生士の責務、意義は益々高まっていま
す。共に楽しく活動できますよう願っています。
　最後になりましたが、本会の更なる発展と会員の皆さまの活躍を祈念
して受賞の詞といたします。

足利・佐野支部
神　谷　祐　子

小山支部
田　嶋　友　香

保健衛生事業功労賞受賞者
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認定歯科衛生士を取得して
令和３年度摂食嚥下リハビリテーションコースを受講して

小山支部　金　子　ひとみ

　令和３年度認定歯科衛生士セミナーの摂食嚥下リハビリテーションを受講し、認定をいただき
ました。10 月の認定試験後２月に結果が分かり、やっとホッとできました。
　私は行政に勤務しフレイル予防や自立支援等を担当しており、生活の場面に口腔がいかに必要
かということを市民の方々や介護関係者へお伝えしております。
　摂食嚥下について学ぶきっかけは、25 年程前に地域歯科保健をされていた先輩歯科衛生士さん
が『一緒に勉強をしましょう』とお声がけくださった事でした。その後ケアマネジャー資格を取
得して歯科の場面と介護保険の場面に携わることとなりました。それから家族の転勤にて一旦職
を離れましたが、８年前に歯科衛生士として再活動した時に、他職種の方々から摂食嚥下の必要
性を確認される場合も多く、改めて勉強が必要と思いこの受講をいたしました。
　もう一つきっかけとなったのは、この研修の講師陣が非常に著名で、私が摂食嚥下について勉
強するにあたり書籍を拝読させていただいていた先生方であったため、気持ちが前向きになっ
た要因でした。もし認定を取得できなくてもそのご講義を受講出来るだけでも有難い！などと、
ちょっと自分に保険をかけたりしておりました。また、日本歯科衛生士会の講師陣のご講義は
web 上でも非常にわかりやすく寄り添ってくださり、歯科衛生士としての見方など必要なことを
伝えてくださいました。
　研修申し込み時点では集合体も少しは視野に入っておりましたが、コロナ感染状況のため全て
web にて行われました。利点としては研修会場へ出向かずweb 期間中に個々で受講するため、自
分で時間調整ができたことです。残念だったのは、直接タイムリーにやりとりが出来ないこと、
他の受講者はわからないため横の繋がりが出来なかったことです。ただ、栃木県歯科衛生士会の
同支部に受講者がいたため、励まし合うことで最後まで頑張れました。
　今後どのくらい役立つかは自分次第かと思いますが、知見を得る事でモチベーションも上がり
少しの自信を持って関わっていけるため、思い切って受講し本当に良かったと思っております。
　会員の皆様も機会がありましたら、他認定も含め受講のおすすめをしたいと思います。

日本咀嚼学会「咀嚼と健康を考える」を受講して
小山支部　関　口　智恵子

　今回、私が咀嚼について受講するきっかけとなりましたのは、自身の母親の事でした。
　歯を失いかめなくなってきたり、咀嚼が難しくなってきたなぁ、と思っていたところでした。
　講義の中で、「食べる、噛むとは？」「美味しく食べ続けるための毎日の食事の工夫」「好きなも
のを何でもおいしく食べられる事は健康長寿の礎」と言うことを学びました。
　「食べ物を潰す、歯に運ぶ、まとめる」には舌を使います。柔らかい食べ物でも形を大きくすれ
ば、咀嚼機能を使います。この機能を低下させない事は非常に大事なことです。
　今後はフレイル、オーラルフレイルについて受講して、主に高齢者の方々の良きアドバイザー
になれたらいいなと思っています。
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携は欠かせない物であり、言語聴覚士、歯科衛生士にての嚥下訓練、口腔ケアにて機能回復をは
かり患者様のQuality of life に繋がった症例の講演を聞く事が出来ました。
　参加にあたり、医療従事者として、患者様のケアに立ち、患者様の心に寄り添った医療を改め
て痛感させられた学術大会でした。

口腔機能を育む０歳からのアプローチ　講習会に参加して
小山支部　東　谷　穂菜美

　株式会社ジーシー主催のWeb 講習会に参加しました。GCの講習会に参加するのは今回が 2回
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全国訪問歯科研究会（加藤塾）に参加して
足利・佐野支部　柏　瀬　典　子

　令和４年３月５・６日の２日間に渡り全国訪問歯科研修会（加藤塾）が開催されました。
　訪問歯科のパイオニアである加藤武彦先生、黒岩恭子先生を中心とした勉強会です。
　訪問先で歯科治療や口腔ケアを行うだけでなく、その患者さんの生活に寄り添った関わりができる
歯科医療従事者を育成する目的があると感じております。
　歯科単独ではなく「多職種連携」で、患者さんを中心としたチームとなりQOLの向上を目指す事
の大切さや方法を学んだり、最近ではターミナルケアでの歯科（口腔）の重要性や関わりを学んで
おります。先生方の精神である「歯科医師、歯科衛生士である前に人であれ。」をモットーに人間と
して成長していきたいと毎回感じる研究会です。

とちぎ歯の健康センター研修会
県北支部　大金　あゆ子

　「高齢者・中等障害者の摂食嚥下リハビリテーション」～歯科からの支援について～
　２月６日に行われた歯の健康センター主催のオンライン研修を受講致しました。超高齢化社会に
なり、摂食嚥下の問題は我々歯科医療に携わる者にとって切っても切れないとても重要な問題です。
口から食べる機能を考える時、とにかく我々歯科衛生士は、残存する歯数や歯肉などの口腔内環境
を重視しがちですが、呼吸・むせ・誤嚥の有無などの全身状態の観察が大切だと改めて思いました。
また、認知機能の低下や栄養面に注視すると、食形態や食事量と低栄養状態の可能性などの広い視
野を持って患者さんに寄り添うことができる歯科衛生士になりたいと痛感しました。コロナ渦のお忙
しい中、ご講演をいただきました野本先生、スタッフの皆さんに感謝します。

フレイルアドバイザー　養成研修会を受講して
下都賀支部　上　岡　知　恵

　人生 100 年時代に寿命だけでは無く　健康寿命を延ばす為　歯科衛生士に何が出来るのか   何を
するべきなのかを考えた研修会でした。
　「フレイル」予防において低栄養の問題を解決する事は、欠かせない要素の1つである為に「オー
ラルフレイル」を予防する事が、重要であると思われます。「オーラルフレイル」つまり、些細な口
腔の衰えを見逃さないことが大切であり、日々の診療室で一人一人の患者さんと向き合う事が大切
であると感じました。又介護予防教室に参加している高齢者には、１人で食事をしている孤食の方
が多くいらっしゃいます。孤食は、フレイルのリスクが高くなるとも言われています。ご自身の変化
に気付き口腔ケアを実践してもらえるように、これからも働きかけをしていきたいと強く思いました。

認知症サポーター養成講座に参加して
宇都宮支部　南　木　昭　代

　昨年７月さくら市で開催されました認知症サポーター養成講座を受講しました。親の介護を続ける
中、地域の方の温かい声掛けや配慮にどれ程助けられたかわかりません。多くの人に支えられて介
護が出来たこと、本当に感謝の言葉しかありません。
　例えば、町で認知症のお年寄りに道を聞かれた時、認知症を正しく理解していれば、本人の心を
傷つけない対応ができます。
　認知症サポーターとは、養成講座を通して認知症を正しく理解し、認知症になった人やその家族
の気持ちを理解したり、出来る範囲で地域の方にその知識を伝える手助けをしていく方のことです。
私もその一人になりたいと思い養成講座を受講し、今後は本講座で学んだ事を実践し、より深く学
び続けていきたいと思っています。
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小山支部　椎　橋　桂　子

　「今日は何が食べたい？」この言葉、毎日誰に話しかけていると思いますか？・・私
には育ち盛りの中学生の娘がおりますが残念ながら家族にではありません。なぜならば
我が家の食事は、ほぼ毎日、私のやる気と冷蔵庫の中身でメニューが決まってしまうか
らです。（笑）
　正解は訪問歯科診療で伺うお宅で院長や私が患者さんに最初に聞く言葉なのです。「か
つ丼・鰻重・団子・インスタントラーメン・寿司・ハンバーガー・バニラアイス・イチ
ゴショート」と障害や疾患に関係なく（遠慮なく）聞くだけでも美味しい物の返事が返っ
てきます。そこですかさず大柄なうちの院長が先日食べたこのハンバーガーは格別だっ
た！とか、この店のまぐろ丼は脂がのっていて最高！などとレントゲンではなく携帯電
話で写メした画像を見せて話しが盛り上がるのです。院長の食レポは私より 3倍くらい
美味しく伝わるので敵いません・・そしてリクエストのメニューを時には管理栄養士さ
んの力も借りて食形態などを試行錯誤し夏には汗だく、冬には腰痛になりながらも治療
やリハを行った甲斐もあり遂に食べていただけた時「旨い！美味しい！」と笑顔がみら
れた時の喜びは診療室で例えたならば、小児で何度もトレーニングをしてやっと独りで
ユニットに座って歯科治療が出来るようになった時の歯科衛生士と付き添いの家族の感
動に近いです（私は自分の子ではないのに嬉し泣きしてしまった事があります）怖い歯
科医院ではなく美味しい歯科医院をめざして日々お付き合いをしているのです。会った
だけで唾液の出てくる間柄になり唾液腺マッサージ要らずになるのが目標です。（これ
はオーバーですが）
　診療室の中での私は「お変わりないですか？お痛みは無かったですか？」ともちろん
皆さんと同じように伺っていますが 20 年前、初々しい歯科衛生士だった私は在宅でも
同じように患者さんに声をかけていた記憶があります。
　日衛の在宅療養指導・口腔機能管理認定歯科衛生士として在宅診療に関わるようにな
り最後の一口まで携わる経験をさせていただいた沢山の患者さんが未熟な私に教えて下
さった事は、余命幾ばくも無く在宅や病院、施設などで生活する方、難病で徐々に経口
摂取ができなくなる方やご家族にとっては「今日のこの大切な一口で何をどのくらい美
味しく食べられたのか」がもの凄く大切で頼みの綱となるのが歯科医師・歯科衛生士な
のだ！という事です。本当に歯科衛生士って素晴らしい職業ですよね！！もっと食レポ
力も付けようと思っています。

リレーエッセイ

ＤＨのひとりごとＤＨのひとりごと
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令和４年度委任状授与者
県北支部 宇都宮支部 日光支部 鹿沼支部 下都賀支部 芳賀支部 小山支部 足利佐野支部

17名 16名 6名 4名 7名 4名 13名 16名
船山由利子 南 木 昭 代 我妻　裕子 木村　明子 上岡　知恵 大塚　則子 鈴木美弥子 慶野　敬子
丸山三佐子 戸井田紀子 加藤　陽子 保坂弥生子 平本久美子 小高百合子 岩木　瑞恵 兵藤　淳子
大金あゆ子 長谷　規子 渡辺　理恵 福田志津香 山名　洋子 粕谷　希望 野上　栄子 塩谷　裕子
牛山　美江 渡邉　敦子 佐々木涼子 佛田　康子 吉澤久美子 秋元　麻美 大野真智子 林　　 幸 子
桜岡　美穂 神戸　睦月 芳野眞知子 篠﨑　香織 矢板橋幸子 堀越　悦代
室井　美佳 星野小百合 福田久美子 窪　　 佳 恵 田嶋　友香 茂木　節子
松枝美由紀 飯野江理子 吉野　準子 横井希光子 中村美智子
和田のり子 井坂　稔子 椎橋　桂子 神谷　祐子
月井　透江 安野　英子 毛利千栄子 亀 山　　 咲
品田ゆかり 関根　久恵 金子ひとみ 柏瀬　典子
小野　信子 川上美佐子 関口智恵子 赤間多恵子
柿沼さおり 兼岡　涼子 東谷穂菜美 板橋　有里
加 藤　　 望 東　　 陽 子 谷中　桃子 青木　美樹
佐藤真紀子 石﨑　朋子 尾花美奈子
石川　麻美 鈴木　由香 杉田　沙織
澳原　京子 神永　弘美 武井こず恵
熊田明日香

地域歯科保健指導者委任状
　栃木県歯科衛生士会より依頼の歯科保健事業を担当するためには、地域歯科保健指導

者委任状が必要です。

　県民の口腔の健康維持増進を目的とする地

域歯科保健指導事業において、積極的かつ会

の代表としての責任をもってかかわれるよう

にするために、栃木県歯科衛生士会では、歯

科衛生士としての資質の向上と倫理的意義を

高めるため研修会を行っています。

　このような本会研修会、情報交換会、各支

部定例会の出席や、認定歯科衛生士の取得や

各種認定の取得、本会以外の研修参加、公衆

衛生の活動など個人での活動を、申請してい

ただき委任状の授与となります。

栃栃木木県県歯歯科科衛衛生生士士会会　　地地域域歯歯科科保保健健指指導導者者委委任任状状申申請請書書

支部名 　 会員番号 氏名 印

必必須須項項目目 参加した回に○印を記入

支支部部会会 参参加加回回数数 出席した回数を記入

支支部部会会開開催催回回数数

資資質質向向上上 認定名と取得年度を記入

日本歯科衛生士会以外でも可

参加した研修会名・日時・演題等を記入

学会名・発表、共同演者の区分を記入

地地域域活活動動 母母子子・・乳乳幼幼児児 　

学学校校 　

介介護護予予防防　　・・高高齢齢者者 　

成成人人 　

事事業業所所健健診診

そそのの他他 　

貢貢献献 本会又は支部での役職名

　　　支部長 地域担当理事 理事会 　　　　　　会長

５回以上参加されている方は主なものを記
入して下さい

令令和和３３年年度度以以下下のの活活動動をを行行いいままししたたののでで、、令令和和４４年年度度のの地地域域歯歯科科保保健健指指導導者者委委任任状状をを申申請請ししまますす。。

本本会会主主催催生生涯涯研研修修会会 第１回　・　第２回　・　第３回

情情報報交交換換会会 第１回　・　第2回　 参加した回に○印を記入

歯歯科科衛衛生生士士認認定定
　

支支部部主主催催研研修修会会

　　　　　　　　回

　　　　　　　　回 支部会開催回数は支部長に確認

　

本本会会以以外外のの

（（WWeebb等等ででのの））

ボボラランンテティィアア 　 歯科保健での無償活動、日時・活動名を記入

　　研研修修会会・・学学会会のの参参加加 　

　

学学会会発発表表 　

地地域域歯歯科科
事事業業のの実実
績績

令和３年４月以降に担当した事業の延べ回数

を記入。

３月の見込み回数も含めて記入可。

役役員員 　

③協力できる分野 ・母子　　　・保育園幼稚園　　　・学校　　　　・障がい児者

・高齢者要介護者　　　・介護予防　　　・成人　　　・事業所健診

※申請には基本的に必須項目が満たされていることが必要ですが、必須項目が不足する場合でも、資質向上に努め、実績の
ある方については申請を可能としました。

　　　　　　地地域域歯歯科科活活動動調調査査　　　（該当するところを○で囲んでください）

①地域歯科活動への協力 ・協力できる　　→②③にも回答

（年度内で変更の場合は支部長へ連絡）・協力できない　（理由：　・勤務の状況　・家庭の事情　・その他)

②協力できる曜日 ・月 　・火 　・水 　・木　 ・金　 ・土 　・日
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地域歯科保健事業の報告

　委任状を授与された栃木県歯科衛生士会員が行った地域歯科保健事業
　（延べ実施回数　953 回　延べ歯科衛生士数　1406 人）

乳 幼 児 健 診
那須町・大田原市・那須塩原市・さくら市・那珂川町
那須烏山市・矢板市・塩谷町・市貝町・茂木町・日光市
栃木市・野木町・小山市・下野市・佐野市

育 児 教 室・ 相 談
大田原市・さくら市・那珂川町・那須烏山市
塩谷町・栃木市・小山市・佐野市

保育園・幼稚園指導 那珂川町

フ ッ 素 塗 布 事 業 高根沢町

学校歯科保健事業
那須町・大田原市・那須塩原市・さくら市・那須烏山市
壬生町・上三川町・真岡市

介 護 予 防 教 室
那須町・那須塩原市・那珂川町・市貝町・茂木町・日光市
鹿沼市・宇都宮市・栃木市・佐野市・足利市

成人歯科健診及び結果説明 那須町・那須烏山市・日光市・佐野市

歯科医師会協力事業 とちぎ在宅歯科医療連携室運営推進協議会

事 業 所 歯 科 健 診 ６事業所

そ の 他 医療介護関係者研修会・栃木県歯科保健推進協議会　　他
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令和４年度委任状授与者
県北支部 宇都宮支部 日光支部 鹿沼支部 下都賀支部 芳賀支部 小山支部 足利佐野支部

17名 16名 6名 4名 7名 4名 13名 16名
船山由利子 南 木 昭 代 我妻　裕子 木村　明子 上岡　知恵 大塚　則子 鈴木美弥子 慶野　敬子
丸山三佐子 戸井田紀子 加藤　陽子 保坂弥生子 平本久美子 小高百合子 岩木　瑞恵 兵藤　淳子
大金あゆ子 長谷　規子 渡辺　理恵 福田志津香 山名　洋子 粕谷　希望 野上　栄子 塩谷　裕子
牛山　美江 渡邉　敦子 佐々木涼子 佛田　康子 吉澤久美子 秋元　麻美 大野真智子 林　　 幸 子
桜岡　美穂 神戸　睦月 芳野眞知子 篠﨑　香織 矢板橋幸子 堀越　悦代
室井　美佳 星野小百合 福田久美子 窪　　 佳 恵 田嶋　友香 茂木　節子
松枝美由紀 飯野江理子 吉野　準子 横井希光子 中村美智子
和田のり子 井坂　稔子 椎橋　桂子 神谷　祐子
月井　透江 安野　英子 毛利千栄子 亀 山　　 咲
品田ゆかり 関根　久恵 金子ひとみ 柏瀬　典子
小野　信子 川上美佐子 関口智恵子 赤間多恵子
柿沼さおり 兼岡　涼子 東谷穂菜美 板橋　有里
加 藤　　 望 東　　 陽 子 谷中　桃子 青木　美樹
佐藤真紀子 石﨑　朋子 尾花美奈子
石川　麻美 鈴木　由香 杉田　沙織
澳原　京子 神永　弘美 武井こず恵
熊田明日香

地域歯科保健指導者委任状
　栃木県歯科衛生士会より依頼の歯科保健事業を担当するためには、地域歯科保健指導

者委任状が必要です。

　県民の口腔の健康維持増進を目的とする地

域歯科保健指導事業において、積極的かつ会

の代表としての責任をもってかかわれるよう

にするために、栃木県歯科衛生士会では、歯

科衛生士としての資質の向上と倫理的意義を

高めるため研修会を行っています。

　このような本会研修会、情報交換会、各支

部定例会の出席や、認定歯科衛生士の取得や

各種認定の取得、本会以外の研修参加、公衆

衛生の活動など個人での活動を、申請してい

ただき委任状の授与となります。

栃栃木木県県歯歯科科衛衛生生士士会会　　地地域域歯歯科科保保健健指指導導者者委委任任状状申申請請書書

支部名 　 会員番号 氏名 印

必必須須項項目目 参加した回に○印を記入

支支部部会会 参参加加回回数数 出席した回数を記入

支支部部会会開開催催回回数数

資資質質向向上上 認定名と取得年度を記入

日本歯科衛生士会以外でも可

参加した研修会名・日時・演題等を記入

学会名・発表、共同演者の区分を記入

地地域域活活動動 母母子子・・乳乳幼幼児児 　

学学校校 　

介介護護予予防防　　・・高高齢齢者者 　

成成人人 　

事事業業所所健健診診

そそのの他他 　

貢貢献献 本会又は支部での役職名

　　　支部長 地域担当理事 理事会 　　　　　　会長

５回以上参加されている方は主なものを記
入して下さい

令令和和３３年年度度以以下下のの活活動動をを行行いいままししたたののでで、、令令和和４４年年度度のの地地域域歯歯科科保保健健指指導導者者委委任任状状をを申申請請ししまますす。。

本本会会主主催催生生涯涯研研修修会会 第１回　・　第２回　・　第３回

情情報報交交換換会会 第１回　・　第2回　 参加した回に○印を記入

歯歯科科衛衛生生士士認認定定
　

支支部部主主催催研研修修会会

　　　　　　　　回

　　　　　　　　回 支部会開催回数は支部長に確認

　

本本会会以以外外のの

（（WWeebb等等ででのの））

ボボラランンテティィアア 　 歯科保健での無償活動、日時・活動名を記入

　　研研修修会会・・学学会会のの参参加加 　

　

学学会会発発表表 　

地地域域歯歯科科
事事業業のの実実
績績

令和３年４月以降に担当した事業の延べ回数

を記入。

３月の見込み回数も含めて記入可。

役役員員 　

③協力できる分野 ・母子　　　・保育園幼稚園　　　・学校　　　　・障がい児者

・高齢者要介護者　　　・介護予防　　　・成人　　　・事業所健診

※申請には基本的に必須項目が満たされていることが必要ですが、必須項目が不足する場合でも、資質向上に努め、実績の
ある方については申請を可能としました。

　　　　　　地地域域歯歯科科活活動動調調査査　　　（該当するところを○で囲んでください）

①地域歯科活動への協力 ・協力できる　　→②③にも回答

（年度内で変更の場合は支部長へ連絡）・協力できない　（理由：　・勤務の状況　・家庭の事情　・その他)

②協力できる曜日 ・月 　・火 　・水 　・木　 ・金　 ・土 　・日
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　日　　　時　　令和３年７月４日（日）午後２：00 ～午後３：00
　開 催 方 法　　Web（Zoom）
　出　席　者　　中村・原・大塚・鳩山・渡辺・金子・品田・兼岡・福田・若林
　　　　　　　　堀越・上野・佐藤
　　　　　　　　神戸（宇都宮）・小野（県北）・大野（小山）・吉澤（下都賀）
　　　　　　　　小高（芳賀）・保坂（鹿沼）・福田（日光）・神谷（足利佐野）
　　　　　　　　塩谷（連盟）

内　容
　＊本会・担当理事からの連絡　　　　　　　　　　　＊令和２年度の支部活動報告
　＊各支部からの本会に対しての要望について　　　　＊令和３年度支部活動計画　

支部活動が円滑に運ぶよう、年に１度開催しています。
☆新入会員があった場合は、支部長へ随時連絡いたします。皆さまで支部活動へのお誘
いをお願いします。

各支部からのおすすめスイーツ情報です。お出かけの際の参考にしてみてください（*^^*）

栃木県歯科衛生士会支部紹介
支部長会

支部 おすすめスイーツ

★宇都宮支部
『金沢フルーツ大福

凛々堂』

★足利佐野支部
『三船屋のたい焼き』

★下都賀支部
『武平作本店』

★小山支部
『シンフォニー かき氷』

★芳賀支部
『とろたまプリン』

★県北支部
『京月 いちご大福』★日光支部

『菓子処みかど いちご大福』
『シェ・アカバネ 今市小判』

『松月氷室 かき氷』
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★支部会員数　21 名
★年　会　費　1,000 円
★令和３年度主な活動報告
　　定例会：６月　６日　場所　足利市生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　時間　13：30 ～ 15：00
　　　　　　９月２２日　WEB会議（Zoom）
　　　　　　　　　　　　時間　20：00 ～ 21：30
　　　　　１２月　５日　場所　足利市生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　時間　10：00 ～ 12：00
　足利市：地域ケア会議・出前講座
　佐野市：９ヶ月児・1歳６ヶ月児・３歳児健診、歯科相談、育児相談
　防災訓練：災害時連絡網確認訓練
　研修会：DH-KENを各自で２項目以上受講（『災害歯科保健』は必須項目）
　災害歯科保健活動用グッズを購入
　　　　ベスト、バッグ、非接触型体温計、パルスオキシメーター
　　　　ウエストポーチ、ヘッドライト、除菌ウェットシート
★今後、支部でやりたいこと
令和３年度は中止となっていた口腔ケア実技セミ
ナーや研修会を、コロナ対策をしたうえで実施
したいと考えています。後期高齢者歯科健診事業
においては、栃木県歯科医師会主催の研修会で知
識を習得し、会員同士で実際の健診のシミュレー
ションをするなどして資質の向上に努めたいと思
います。

★支部PR
足利・佐野支部は、幅広い年齢層の会員がそれぞ
れの専門分野で活躍しています。顔を合わせて
の定例会の他に Zoomでの定例会を行いました。
WEB会議にも慣れてきたので、今後はオンライ
ンを活用しながら情報交換をしていきたいと思い
ます。気軽に参加できる会です。興味のある方、
入会をお待ちしております。

★新入会員紹介
　舟腰文緒（会員歴１年　歯科衛生士歴 30 年）
昨年４月より入会させて頂きました。衛生士歴は
もうすぐ 30 年になります。時が経つ速さに驚き
です。高齢者や障害者の事について勉強したいと
思い入会しました。よろしくお願いします。

定例会

足利・佐野支部

支部長
神　谷　祐　子

災害グッズ
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　日　　　時　　令和３年７月４日（日）午後２：00 ～午後３：00
　開 催 方 法　　Web（Zoom）
　出　席　者　　中村・原・大塚・鳩山・渡辺・金子・品田・兼岡・福田・若林
　　　　　　　　堀越・上野・佐藤
　　　　　　　　神戸（宇都宮）・小野（県北）・大野（小山）・吉澤（下都賀）
　　　　　　　　小高（芳賀）・保坂（鹿沼）・福田（日光）・神谷（足利佐野）
　　　　　　　　塩谷（連盟）

内　容
　＊本会・担当理事からの連絡　　　　　　　　　　　＊令和２年度の支部活動報告
　＊各支部からの本会に対しての要望について　　　　＊令和３年度支部活動計画　

支部活動が円滑に運ぶよう、年に１度開催しています。
☆新入会員があった場合は、支部長へ随時連絡いたします。皆さまで支部活動へのお誘
いをお願いします。

各支部からのおすすめスイーツ情報です。お出かけの際の参考にしてみてください（*^^*）

栃木県歯科衛生士会支部紹介
支部長会

支部 おすすめスイーツ

★宇都宮支部
『金沢フルーツ大福

凛々堂』

★足利佐野支部
『三船屋のたい焼き』

★下都賀支部
『武平作本店』

★小山支部
『シンフォニー かき氷』

★芳賀支部
『とろたまプリン』

★県北支部
『京月 いちご大福』★日光支部

『菓子処みかど いちご大福』
『シェ・アカバネ 今市小判』

『松月氷室 かき氷』
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★支部会員数　17 名
★年　会　費　2,000 円
★令和３年度主な活動報告
　定例会５回（４・６・10・12・３月）日曜日ＡＭ 10：00 ～
　６月からは Zoom開催
　乳幼児健診（小山市・下野市・野木町）　介護予防教室　　地域歯科保健活動
　支部研修会
12 月の定例会に『在宅歯科診療での口腔健康管理と症例紹介　講師　椎橋桂子さん』
研修会を行いました。実際の在宅診療でどんなことを行っているのか、具体的に症例
を見ながら解説して頂きました。現場の生の写真やお話は大変参考になり未経験の方
にとって少しでも不安が解消されたのではないでしょうか。
★今後、支部でやりたいこと
コロナ禍で乳幼児健診が中止になったり、集団でのブラッシング指導がなくなりまし
た。対面での指導に代わる配布資料を作成する予定です。Zoomなどを活用した勉強
会も開催予定です。
★支部PR
活動が活発な支部ですが、会員同士が顔を合わす機会が減ってしまいました。今後も
Zoomを併用予定なので、忙しくても遠くても短時間でも参加できます。みんなでワ
イワイスキルアップしませんか？
★新入会員紹介
毛塚由美子（令和４年４月入会　歯科衛生士歴 26 年）
地域の方の生活の近いところで寄り添う支援に携わりたいと思い入会させて頂きまし
た。口腔の健康を通し心身の健康もサポートできるよう、会員の皆様と連携しながら
自分のできることで貢献していきたいです。

支部会 小山支部スクラブ

小山支部

支部長
大　野　真智子
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★支部会員数　13 名
★年　会　費　1,000 円
★令和３年度主な活動報告
　　・定例会（保健センターで２歳検診後）
　　・育児教室・相談
　　・乳幼児健診（１歳６ヶ月児・２歳児・３歳児）
　　・就学時健診
　　・むし歯ゼロ事業（１年生）
　　・介護予防教室（一般・オーラルフレイル・脳活）
今年度は、栃木県歯科医学会発表「むし歯ゼロ事業」について実施報告をするため、
担当者で集まり準備をしました。媒体の写真や指導の写真などを集め、決められた時
間内で発表できるようにまとめました。また、発表後に抄録も作成しました。

★今後、支部でやりたいこと
　　・支部勉強会を再開する
　　・災害グループ LINEの体制を整備する
　　・Zoom会議の環境を整備する
★支部PR
地域歯科保健活動を担当できるDHが限られているのが現状です。DHの資格をお持
ち方どなたでも募集してます。一緒に勉強し活動の場を広げてみませんか。連絡お待
ちしてます。

★今後の抱負
両角恵美（会員歴７年　歯科衛生士歴７年）
昨年度は生活習慣病予防認定歯科衛生士にチャレンジしました。今後は、念願の医科
歯科連携・口腔機能管理の認定歯科衛生士取得を目指したいです。病院勤務の為、な
かなか実現できておりませんが地域歯科活動にも参加していきたいです。

下都賀支部

支部長
吉　澤　久美子

新支部長
山　名　洋　子

歯科医学会発表 定例会
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★支部会員数　17 名
★年　会　費　2,000 円
★令和３年度主な活動報告
　定例会５回（４・６・10・12・３月）日曜日ＡＭ 10：00 ～
　６月からは Zoom開催
　乳幼児健診（小山市・下野市・野木町）　介護予防教室　　地域歯科保健活動
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12 月の定例会に『在宅歯科診療での口腔健康管理と症例紹介　講師　椎橋桂子さん』
研修会を行いました。実際の在宅診療でどんなことを行っているのか、具体的に症例
を見ながら解説して頂きました。現場の生の写真やお話は大変参考になり未経験の方
にとって少しでも不安が解消されたのではないでしょうか。

★今後、支部でやりたいこと
コロナ禍で乳幼児健診が中止になったり、集団でのブラッシング指導がなくなりまし
た。対面での指導に代わる配布資料を作成する予定です。Zoomなどを活用した勉強
会も開催予定です。

★支部PR
活動が活発な支部ですが、会員同士が顔を合わす機会が減ってしまいました。今後も
Zoomを併用予定なので、忙しくても遠くても短時間でも参加できます。みんなでワ
イワイスキルアップしませんか？

★新入会員紹介
毛塚由美子（令和４年４月入会　歯科衛生士歴 26 年）
地域の方の生活の近いところで寄り添う支援に携わりたいと思い入会させて頂きまし
た。口腔の健康を通し心身の健康もサポートできるよう、会員の皆様と連携しながら
自分のできることで貢献していきたいです。
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小山支部

支部長
大　野　真智子
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★支部会員数　５名
★年　会　費　4,000 円
★令和３年度主な活動報告
　・定例会・臨時歯科衛生士会　　５回
　・Zoom定例会　　　　　　　　１回
　・自立支援チーム会議　　　　　助言者として　　３回　（Zoomにて）
　・成人歯科健診事業　（歯と口のいきいき健診）　　７回　（うち２回中止）
　・市民公開講座　　　　　　　　後援
　・鹿沼歯科医師会との合同委員会
★今後、支部でやりたいこと
　・支部では定期的にAED　研修会を受講していましたが、コロナ禍で見送ってきました。
　  今後、受講再開の機会があれば災害時等の取り組みとして備えたいと考えています。
★支部PR
　・鹿沼市＊在宅要介護高齢者等歯科保健推進事業連絡調整委員会
　　　　　＊健康づくり推進協議会
　・在宅医療と介護を考える会　
　　などへの参加で多職種・他職種の皆さんとも連携の場を得ることができています。
★今後の抱負
佛田康子（会員歴 10 年　歯科衛生士歴 48 年）
長い大学病院での仕事から、学生指導や、施設訪問診療・包括事業へと働き方を変え
て４年が経ちました。自分自身が前期高齢者となり、より身近に対象者と向き合えて
います。学生から初心を、対象者からは元気を貰い、支部の皆さんと共に地域貢献を
続けたいと思います。

鹿沼支部

支部長
保　坂　弥生子

市民公開講座
それぞれ自宅で忘年会

パンフレット作りました
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★支部会員数　８名
★年　会　費　3,600 円
★令和３年度主な活動報告
　・定例会：日曜日　午前 10：00 ～ 12：00
　・場所：日光市今市コミュニティーセンター
　・親睦会：年 1回（新年会又は忘年会）
　　　定例会４回（10 月・12 月・１月・３月）
　　　新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、対面での

定例会を開催し、情報報交換会を行いました。
★今後、支部でやりたいこと
フレイル予防や乳幼児健康診査などの事業に従事する上で、他職種との連携は必須で
す。今後、多職種との情報交換会や勉強会、意見交換会など行えればと思っています。
また、コロナ前には親睦会として年１回の食事会と、研修旅行を企画し、日帰り研修
旅行に行っていました。地元日光市内の散策を企画していましたが、コロナにより実
現できていません。コロナが落ち着いたらぜひ研修旅行、そして食事会ができたらと
思います！

★支部PR
人数は少ないですが、人数が少ないからこそコミュニケーションが図れ、お互いの意
見交換や悩みごとを話せる支部です！それぞれの立場から情報も共有し、会員同士協
力し合いながら、活動しています。

★今後の抱負
福田久美子（会員歴６年　歯科衛生士歴 14 年）
入会して６年、新しい知識や、活動の場が増えています。今年度は後期高齢者歯科健
診事業に向けて研修が始まりました。しっかり従事できるよう、研修や、情報交換等
で研鑽を積みたいと思います。

日光支部

支部長
渡　辺　理　恵

新支部長
福　田　久美子

日光支部オリジナル・ポロシャツ&トートバック
地域歯科保健活動時に使用しています！
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★支部会員数　５名
★年　会　費　4,000 円
★令和３年度主な活動報告
　・定例会・臨時歯科衛生士会　　５回
　・Zoom定例会　　　　　　　　１回
　・自立支援チーム会議　　　　　助言者として　　３回　（Zoomにて）
　・成人歯科健診事業　（歯と口のいきいき健診）　　７回　（うち２回中止）
　・市民公開講座　　　　　　　　後援
　・鹿沼歯科医師会との合同委員会
★今後、支部でやりたいこと
　・支部では定期的にAED　研修会を受講していましたが、コロナ禍で見送ってきました。
　  今後、受講再開の機会があれば災害時等の取り組みとして備えたいと考えています。
★支部PR
　・鹿沼市＊在宅要介護高齢者等歯科保健推進事業連絡調整委員会
　　　　　＊健康づくり推進協議会
　・在宅医療と介護を考える会　
　　などへの参加で多職種・他職種の皆さんとも連携の場を得ることができています。
★今後の抱負
佛田康子（会員歴 10 年　歯科衛生士歴 48 年）
長い大学病院での仕事から、学生指導や、施設訪問診療・包括事業へと働き方を変え
て４年が経ちました。自分自身が前期高齢者となり、より身近に対象者と向き合えて
います。学生から初心を、対象者からは元気を貰い、支部の皆さんと共に地域貢献を
続けたいと思います。

鹿沼支部

支部長
保　坂　弥生子

市民公開講座
それぞれ自宅で忘年会

パンフレット作りました



－ 21 －

★支部会員数　49 名
★年会費　500 円
★令和３年度主な活動報告
令和３年度研修会を１月に予定していましたが、蔓延防止等重点措置が出たため中止

支部役員会は、LINE・少人数での会議を開催

★今後、支部でやりたいこと
令和２・３年度と２年続けて研修会を開催できなかったので、今年は必ず開催したい

と考えています。Web 開催も視野に検討しています。また、会員数が 49 名と多いの

ですが、コロナ下ということもありお顔を拝見したことがない方もいます。研修会の

後、気軽に参加いただけるような交流会も考えています。

★支部PR
宇都宮支部は会員数が多く幅広い年齢層で構成されています。若い方から、経験豊富

な大先輩まで、いろいろな話を聴くことができます。知識を深めて広げていきましょう。

★新入会員紹介
和田美佳（会員歴１年　歯科衛生士歴 19 年）

結婚を機に栃木県に移住、子育てで 10 年程のブランク後に復職しました。改めて歯

科衛生士として働けることに幸せを感じております。宜しくお願い致します。

宇都宮支部

支部長
神　戸　睦　月

支部総会
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★支部会員数　４人
★年　会　費　1,000 円
★令和３年度主な活動報告
市貝町２歳児歯科健診､ ３歳児健診､ 介護予防教室
茂木町１歳６ヵ月児健診､ ２歳児歯科健診､ ３歳児健診

★今後、支部でやりたいこと
乳幼児健診の出務が多いので、保育士さんとの情報交換会
を開催して年齢に応じた接し方や絵本の読み聞かせ等を学
びたいと思います。

★支部PR
現在の会員数は４名と少人数で活動していますが、年４回行なっている定例会も全員
の予定を合わせて行い、情報を共有することができています。
会員全てが勤務DHなので、地域歯科保健活動の出来る会員が限られているため他支
部の方々のご協力をいただき活動しているのが現状です。

★今後の抱負
大塚則子（会員歴 30 年　歯科衛生士歴 25 年）
現在勤務先の歯科医院で院内セミナーがあり「あなたのファンはいますか？」という
話があり、私はあまり思い浮かびませんでした。担当制でメインテナンス行っていま
すので、ひとりでも多くの私のファンが増えるように努力していきたいと思います。

芳賀支部

支部長
小　高　百合子

新支部長
秋　元　麻　美

食生活改善推進員リーダー研修会

支部会 Zoom
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な大先輩まで、いろいろな話を聴くことができます。知識を深めて広げていきましょう。

★新入会員紹介
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★支部会員数　22 名
★年　会　費　2,000 円
★令和３年度主な活動報告
　・定例会３回（4/8・4/11・11/26）会場　西那須野公民館
　・地域歯科保健活動（各市町）
　・令和３年度支部研修会は延期
★今後、支部でやりたいこと
　・会員でのミニ発表会や他職種の方の講義
　・令和３年度に予定していた支部研修会の開催
　・Zoom定例会での情報交換や意見交換
　・コロナ禍での地域歯科保健指導（学校歯科）において、パワーポイントを取り入れ
た指導

　・コロナ禍で中止になっていた、レクリエーションや忘年会などを状況に合わせて開
催する

★支部PR
広い地域にて活動している県北支部は、乳幼児健診や介護予防教室、結果説明会、学
校指導など様々な事業に執務しています。風通しの良い支部で、チームワークもバッ
チリです。チーム県北支部として、一緒に活動してくれる方をお待ちしています！
★今後の抱負
石川麻美（会員歴７年　歯科衛生士歴 14 年）
私の今後の抱負は、歯科麻酔認定歯科衛生士の取得です。全身麻酔での診療に携わっ
ているので、歯科医師や歯科麻酔科の補助が的確に出来て、治療がスムーズに進めら
れるようにサポート出来る歯科衛生士になりたいです。
松枝美由紀（会員歴 23 年　歯科衛生士歴 23 年）
私の今後の抱負は、自分自身の知識を高めることです。高齢者施設で口腔ケアに携わ
る中で、口腔ケアの必要性をとても感じています。しかし、携わる中で様々な課題を
実感しました。多様な知識を持つことで、さまざまな課題に対応できるよう積極的に
研修会などに参加し、スキルアップに励んでいきたいです。

県北支部

支部長
小　野　信　子

支部会
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栃木県歯科衛生士会　令和４年度　役員

日本歯科衛生士会
代議員　中村　美智子　　　理事　長谷　規子　　　選挙管理委員　大塚　則子

栃木県歯科衛生士連盟

会長
中村　美智子

副会長
原　瑞穂

副会長
大塚　則子

総務（会計）
金子　ひとみ

総務
渡辺　理恵

総務
東谷　穂菜美

学術
若林　宣江

学術
両角　恵美

学術
赤間　多恵子

地域
品田　ゆかり

地域
兼岡　涼子

地域
福田　志津香

広報
石川　麻美

広報
戸井田　紀子

監事
長谷　規子

監事
星野　小百合

顧問
林　幸子

会長
塩谷　裕子

副会長
山名　洋子
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私の今後の抱負は、歯科麻酔認定歯科衛生士の取得です。全身麻酔での診療に携わっ
ているので、歯科医師や歯科麻酔科の補助が的確に出来て、治療がスムーズに進めら
れるようにサポート出来る歯科衛生士になりたいです。
松枝美由紀（会員歴 23 年　歯科衛生士歴 23 年）
私の今後の抱負は、自分自身の知識を高めることです。高齢者施設で口腔ケアに携わ
る中で、口腔ケアの必要性をとても感じています。しかし、携わる中で様々な課題を
実感しました。多様な知識を持つことで、さまざまな課題に対応できるよう積極的に
研修会などに参加し、スキルアップに励んでいきたいです。

県北支部

支部長
小　野　信　子

支部会
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ご　案　内

栃木県歯科医師会歯科衛生士無料職業紹介所をご存じですか？

もう一度、歯科衛生士の資格を活かしてみませんか！

お気軽に当紹介所にお問い合わせください。

住所　〒 320-0047　栃木県宇都宮市一の沢２丁目２－５
電話　028-648-7000　 
ＨＰ　https://tochigi-da.or.jp
お問い合わせ：月曜日～金曜日　9：00 ～ 17：00

栃木県歯科衛生士会への連絡・問い合わせ

HP https://tochigi.jdha.or.jp/　E-mail tochigi@jdha.or.jp
住　所　〒 320-0047　栃木県宇都宮市一の沢２丁目２－５　栃木県歯科医師会館内

電　話 028-647-2084　FAX　028-666-0623

・事務局員不在の場合は、留守番電話又はFAXにてメッセージを残してください。
　もしくは上記メールに送信して頂いても構いません。後日、連絡いたします。
・支部会への見学、詳細につきましては、事務局へご連絡ください。

《編　集　後　記》

　令和３年度も『新型コロナウイルス』に奔走された１年であったと思います。
　研修会や情報交換会もWEB開催となり、時代とニーズに合わせて便利に変化してい
ます。
　支部での活動等が自粛傾向にある中、原稿依頼を快く引き受けてくださった皆様には、
心より感謝申し上げます。
　そして、来年こそ普通の日常生活が送れるようになって欲しいものです。
＊ご意見・ご感想を事務局へメール・FAX等でお寄せ下さい。原稿の持ち込みも募
集しています。

広報　石川・戸井田
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ご　案　内

栃木県歯科医師会歯科衛生士無料職業紹介所をご存じですか？

もう一度、歯科衛生士の資格を活かしてみませんか！

お気軽に当紹介所にお問い合わせください。

住所　〒 320-0047　栃木県宇都宮市一の沢２丁目２－５
電話　028-648-7000　 
ＨＰ　https://tochigi-da.or.jp
お問い合わせ：月曜日～金曜日　9：00 ～ 17：00

栃木県歯科衛生士会への連絡・問い合わせ

HP https://tochigi.jdha.or.jp/　E-mail tochigi@jdha.or.jp
住　所　〒 320-0047　栃木県宇都宮市一の沢２丁目２－５　栃木県歯科医師会館内

電　話 028-647-2084　FAX　028-666-0623

・事務局員不在の場合は、留守番電話又はFAXにてメッセージを残してください。
　もしくは上記メールに送信して頂いても構いません。後日、連絡いたします。
・支部会への見学、詳細につきましては、事務局へご連絡ください。

《編　集　後　記》

　令和３年度も『新型コロナウイルス』に奔走された１年であったと思います。
　研修会や情報交換会もWEB開催となり、時代とニーズに合わせて便利に変化してい
ます。
　支部での活動等が自粛傾向にある中、原稿依頼を快く引き受けてくださった皆様には、
心より感謝申し上げます。
　そして、来年こそ普通の日常生活が送れるようになって欲しいものです。
＊ご意見・ご感想を事務局へメール・FAX等でお寄せ下さい。原稿の持ち込みも募
集しています。

広報　石川・戸井田
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株式会社ハギノヤは、歯科商材の販売から開業、メインテナンスまで、歯科医療現場をトータル的に

サポートする歯科総合商社です。

1937年創立以来、お客様との対話を大切にし、臨床で望まれる様々なニーズを的確にとらえ、素早く、

そして柔軟なサービスを心掛けております。

「笑顔でいきいきと暮らす」

口腔ケアで心身の健康を維持するために、歯科医療に携わる皆様と患者様の健やかな毎日を願って、

株式会社ハギノヤは安全で安心な商品と良質なサービスをご提供いたします。

歯科医療現場をトータル的にサポートする
Dental general trading company

HHaaggiinnooyyaa
株式会社 ハギノヤ

〒328-0034 栃木県栃木市本町18-30
TEL:0282-22-1466（代）FAX:0282-23-8853

http://www.haginoya.co.jp
Mail:sika-haginoya@cc9.ne.jp


